
Copyright Ⓒ 2015 MASPRO DENKOH CORP.

棟内テレビ受信システム
『光化』のご提案
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• ＢＳ、１１０°ＣＳ放送の充実！！

• さらに ４Ｋ，８Ｋ へ！！
このように衛星放送を利用したテレビ放送の更なる飛躍が見込まれる。

【設備の問題点】

衛星放送帯域を伝送するには同軸ケーブルでは大きな減衰が発生する。

※ 7Cケーブルでの減衰量 710MHz（地デジ） ・・・14.0dB/100m

1500MHz（ＢＳ） ・・・21.5dB/100m

2600MHz（ＣＳ） ・・・30.0dB/100m

増幅器の接続は、

標準で２段、最大では３段カスケードが限界！

システム設計が複雑になる！！

レベル計算が難しくなる！！！

幹線光化のご提案

１．これからの棟内テレビ受信システム
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２．同軸ケーブルシステム

例：60F 480住戸（1920端子）

・ 増幅器は、設計上４段以上の接続が必要となる
・ 多段接続により、出力レベルを下げる

必要がある
・ 設計が複雑となり、レベル計算が難しくなる

【同軸ケーブルシステムのデメリット】

高層階の棟内テレビ受信システムにおいて、
従来の同軸ケーブル設計では、信号品質劣化
が懸念され、将来的な高周波帯域伝送の対応
が難しくなってきた。

【同軸ケーブルシステムのメリット】

・ 従来の施工技術で対応できる

… 増幅器の多段接続
により、信号品質が
劣化する
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３．光化したシステム

・ 均一な信号品質を維持できる
・ 将来的な高周波帯域伝送への改修が容易

【光化するメリット】

例：60F 480住戸（1920端子）

…

高層階のテレビ受信システムは幹線を光
化することで、信号品質の劣化を抑制できる
ため、将来的な高周波帯域伝送への改修も
容易となる。

均一な信号品質
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… 例：60F 480住戸（1920端子）

・ 100%光化（ＦＴＴＨ）よりも、幹線のみの光化であるため、各フロアは既存の同軸
ケーブル設備を利用できコストを抑えられる。

【幹線光化のメリット】

４．各階の分配系例
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【光送信機】 【光受信機】
※70～770MHz,1000～2602MHzの光伝送システム

に使用する光送信機です。
小型で棟内に最適です。

型式 ORD7BCTK

※70～770MHz,1000～2602MHzのテレビ信号を
伝送する直接変調型 光送信機です。

型式 OTA77BCL9

型式 OT77BCL9

５．棟内光システム製品紹介
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【CATV・BS・CSﾌﾞｰｽﾀｰ 40dB型】

型式 7BCA40S

【CATV・BS・CSﾌﾞｰｽﾀｰ 45dB型】

型式 7BCA45

６．CATV・BS・CSブースター製品紹介


